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　９月22日に開催した「市提案型市民参画協働事業」選考委員会の結果を報告します。
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��
　応募５団体のうち、特定非営利活動法人 集合住宅改善センターの提案を採用。
　※理由…セミナーの企画の内容がしっかり準備されているため。
�������	
����������	
��　����������	�
���　
　応募１団体、平成24年芦屋市成人式企画チームの提案を採用。
　※理由…成人式当事者たちのグループによる企画であり、若者らしい企画である
　　　　　ため。
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本
年
四
月
、四
年
ご
と
に
め
ぐ
っ

て
く
る
統
一
地
方
選
挙
の
兵
庫
県
議

会
議
員
選
挙
と
芦
屋
市
長
・
芦
屋
市

議
会
議
員
選
挙
が
終
わ
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
、三
月
十
一
日
に
東
日
本

大
震
災
が
起
こ
り
、本
市
で
も
選
挙

期
間
中
、候
補
者
が
節
電
の
た
め
選

挙
カ
ー
の
走
行
を
自
粛
し
た
例
が
あ
り
ま
し
た
。

　

震
災
の
被
災
地
で
は
選
挙
を
行
う
こ
と
が
で
き

な
い
た
め
、延
期
す
る
自
治
体
も
あ
り
ま
す
。

　

何
事
も
な
く
投
票
で
き
る
と
い
う
、ご
く
当
た

り
前
の
風
景
が
い
か
に
大
切
な
こ
と
な
の
か
、本

当
に
実
感
で
き
ま
し
た
。

　

芦
屋
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、期
日
前
投
票

の
宣
誓
書
に
つ
い
て
、以
前
か
ら
も
っ
と
簡
単
に

と
の
要
望
が
あ
り
、四
月
の
選
挙
で
は
、選
挙
通
知

書
の
裏
面
を
宣
誓
書
に
し
て
、事
前
に
記
入
し
て

持
っ
て
行
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

被
災
地
の
復
興
も
含
め
、政
治
へ
の
関
心
を
強

く
持
た
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う「
課
題
」が
加
わ
り
、

ま
す
ま
す
当
た
り
前
に
投
票
で
き
る
大
切
さ
、一

票
の
重
さ
を
感
じ
た
今
回
の
選
挙
で
し
た
。
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　現在お持ちの国民健康保険被保険者証の有効期限は、11月30日までです。12月１日
からの新しい被保険者証は、簡易書留郵便で順次お届けします。
※12月１日以降に75歳の誕生日を迎えるかたの有効期限は、誕生日の前日までです。
　75歳の誕生日以後は、「後期高齢者医療被保険者証」をお使いください。
※退職者医療制度の適用は、国民健康保険に加入の世帯主または世帯員のかたが65
　歳となる月の月末までです。現在の被保険者証が「退本人」「退扶養」の表示で、本年
　12月１日までに65歳となるかたの被保険者証は、「一般」表示でお送りします。
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　国民健康保険に加入のかたが他の健康保険へ加入されたときなどは、国民健康保
険から脱退する届け出が必要です。届け出がない場合は、保険料の重複が生じること
や、国民健康保険被保険者証を提示して医療機関で受診された際の医療費の返還を
求めることがありますのでご注意ください。
　また、現在本市に在住し他の健康保険に加入していないかたは、芦屋市国民健康保
険への加入が義務付けられています。速やかに加入の届け出をしてください。
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　ジェネリック医薬品を希望される場合は、今回送付の被保険者証に同封している
「ジェネリック医薬品希望カード」を医師や薬局の薬剤師に提示し、ご相談ください。
　また、ジェネリック医薬品への切り替えによる薬代の軽減効果の大きいかたを対
象に、軽減効果の通知をお送りしています。ご活用ください。
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　国民健康保険の負担の公平を図り、国民健康保険事業の健全な運営に資するため、
納期限後１年を経過してもなお保険料に未納のあるかたには、被保険者証に替えて、
短期被保険者証（４カ月の有効期限）や被保険者資格証明書（医療費全額自己負担後、
一定割合を償還払い）を交付することになります。
�������	
�����������������

�������	
���������

�����������������������

在学証明書または学生証の写し
（就学のため芦屋市を離れるかた）印鑑・被保険者証（カード）・

高齢受給者証（70歳～74歳）
�������	�

��
他の健康保険の被保険者証�������	�

―印鑑・
年金証書（64歳までのかた）
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��

健康保険資格喪失証明書�������	�
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　関西で活躍する津軽三味線の名手・���������
��������������	
��������

��������と、山田洋次監督作品「学校」の原作モデ
ルとしても知られる��������	
���������

みち

�����������������	
�����を招
き、講演会を開催します。＜手話通訳・要約筆記有り＞

���　11月30日（水）午後２時30分～４時45分（２時開場）　���　ルナ・ホール
�����　直接会場へ（入場無料）＊託児希望のかたは、11月18日（金）までに上記へ
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���　11月19日（土）午後２時～３時30分　���　講義室　���　兵庫県立美
術館館長・蓑 豊氏　���　先着60人　����　要観覧券
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���　11月24日（木）午後１時30分～３時30分　���　体験学習室　���　臨
床美術士・郡司みはる氏　���　先着30人　����　500円（入館料含む）

�������	
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���　11月18日（金）午後１時30分～３時　���　講義室　���　I LOVE 
ASHIYA（歌・加藤純子/ピアノ・沖倫子）　����　500円（入館料含む）※歌集『愛唱
名歌』（野ばら社）のないかたは、歌集代1,000円別途要
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　谷崎潤一郎の「細雪」にちなみ、「船場あねさま」（和布
の姉様人形）などを中心に、和布カルトナージュ作家・
亘正幸氏の作品を展示します。
���　11月16日～12月25日〈月曜日休館〉午前10時～
午後５時（入館は４時30分まで・最終日３時で終了）　
���　ロビー　����　300円

���������������	
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���　11月24日（木）午前10時30分～正午　���　講義室　���　太宰治作
「斜陽」を取り上げ、作品の背景・作家の心情などを、作家である柳谷郁子氏が解説　
���　16人　����　2,300円
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���　12月３日（土）午前10時～11時30分　���　ウィザスあしや　�����
��「絵本で子育て｣センター絵がお　���　０歳～就学前までの親子・先着15組
<要予約>　������講座名・住所・氏名・電話（ファクス）番号・子どもの名前（年
齢・月齢）を記入し、はがき・電話・ファクス・または窓口へ

����11月25日・12月２日・12月９日（金）<全３回>午前10時～
正午　���　ウィザスあしや�����「人づきあいを楽にす
るためのコツを知ろう」「頼んでみよう／自分の気持ちを伝えて
みよう」「断るときのポイントを学ぶ」�����３回出席可能な
かた先着25人�����２歳～就学前児・先着８人（１人300円）
※11月21日（月）までに要予約�����アサーティブジャパン・
谷水美香氏������900円（３回分）　������講座名・住
所・氏名・電話（ファクス）番号・託児希望者は子どもの名前と年齢（月
齢）を記入し、はがき・電話・ファクス・Ｅメールまたは窓口へ�������

　南北戦争のころ、出征中の父の留守を
守り、母を助けて暮らす４姉妹。作家志
望の次女が最初の本を出すまでの一家の
生活が、ニューイングランドの四季を背景
に情緒豊かに描かれる。
���　11月26日（土）①午前10時～②午
後２時～　���　上宮川文化センター
����　ジューン・アリスン、ジャネッ
ト・リー、エリザベス・テイラー、マーガレット・オブライエン／マーヴィ
ン・ルロイ監督作品（1949年・アメリカ・121分）　����　中学生以上500
円（当日券のみ）＊満席の場合は入場を制限させていただく場合があります。
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詩
人
。
昭
和
初
期
こ
ろ
、
東
芦
屋
町
に

在
住
さ
れ
た
が
、現
在
は
宝
塚
市
在
住
。　

　

昭
和
十
六
年
第
二
回
中
原
中
也
賞
、
同

十
八
年
『
夜
学
生
』
で
文
芸
汎
論
詩
集
賞

受
賞
。
平
成
十
五
年
『
戦
後
関
西
詩
壇
回

�
�
�
�
��
�
�
�
�
�
�

　

小
説
家
。岡
山
市
生
ま
れ
。早
稲
田

大
学
卒
業
。
平
成
十
四
年
か
ら
二
十

年
ま
で
芦
屋
市
に
在
住
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
六
十
三
年
「
揚
羽
蝶
が
壊
れ

る
時
」
で
海
燕
新
人
文
学
賞
、
平
成

三
年「
妊
娠
カ
レ
ン
ダ
ー
」で
芥
川
賞

受
賞
。平
成
十
六
年「
博
士
の
愛
し
た

数
式
」で
読
売
文
学
賞
、本
屋
大
賞
受

賞
。
同
年「
ブ
ラ
フ
マ
ン
の
埋
葬
」で

泉
鏡
花
賞
受
賞
。

　

平
成
十
八
年
に
は
、博
士
の
愛
し

た
数
式
」
が
映
画
化
さ
れ
大
ヒ
ッ
ト
。

　

同
年
、
芦
屋
を
舞
台
に
書
き
下
ろ

さ
れ
た
小
説
「
ミ
ー
ナ
の
行
進
」
で

谷
崎
潤
一
郎
賞
を
受
賞
。
そ
の
他
、

著
書
多
数
。

　

平
成
十
九
年
、
芦
屋
市
民
文
化
賞

受
賞
。
ま
た
、
同
年
か
ら
芥
川
賞
選

考
委
員
に
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。
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想
』
で
小
野
十
三
郎
賞
特
別
賞
を
受
賞
。

　

三
好
達
治
に
見
い
出
さ
れ
、
抒
情
の
中
に
社

会
的
感
覚
を
備
え
た
詩
人
・
映
画
評
論
家
と
し

て
、現
在
も
活
躍
さ
れ
て
い
る
。関
西
詩
人
協
会

代
表
・
四
季
派
学
会
会
長
・
現
代
詩
人
会
会
長
。

　

ま
た
、
本
市
の
富
田
砕
花
賞
の
第
一
回
か
ら

第
二
十
一
回
ま
で
の
間
、
選
考
委
員
を
務
め
て

い
た
だ
い
た
。

　

芦
屋
に
住
ま
れ
た
こ
ろ
に
書
か
れ
た
次
の
詩

の
中
の
橋
は
、　

阪
急
芦
屋
川
駅
北
側
の
桜
橋

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
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（
第
一
詩
集「
夜
学
生
」よ
り
）

������������
　小説家。京都市生まれ。西宮市立香
枦園小学校・芦屋市立精道中学校・県
立神戸高校・早稲田大学文学部演劇科
卒業。
　昭和54年『風の歌を聴け』で群像新
人賞、同57年『羊をめぐる冒険』で野
間文芸新人賞、同60年『世界の終りと
ハードボイルド・ワンダーランド』
で谷崎潤一郎賞を受賞。
　昭和62年『ノルウェイの森』が空前
のベストセラーとなり、平成18年には
フランツ・カフカ賞を受賞し、それ以後
毎年のようにノーベル文学賞の有力候
補者となっています。
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（昭和56年「カンガルー日和」『五月の海岸線』より）
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（
谷
崎
潤
一
郎
賞
受
賞
記
念

特
別
講
演「
物
語
と
私
」よ
り
、一
部
分
抜
粋
）
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���������（平成２年）長田弘「心の中にもっている問題」/���（平成３年）時里二郎「星
痕を巡る七つの異文」 /���（平成４年）北畑光男「救沢まで」 /���（平成５年）大崎二郎「沖縄
島」 /���（平成６年）平林敏彦「磔刑の夏」 /���（平成７年）西岡寿美子「へんろみちで」 /�
��（平成８年）深津朝雄「石の蔵」 /���（平成９年）中塚鞠子「駱駝の園」/���（平成10年）広
部英一「苜蓿」 /���� （平成11年）清岳こう「天南星の食卓から」 / ����（平成12年）川島完「ピエ
タの夜」 /���� （平成13年）山本美代子「西洋梨そのほか」 /����（平成14年）木津川昭夫「掌の
上の小さい国」 /����（平成15年）皆木信昭「ごんごの渕」 /���� （平成16年）くにさだきみ「壁
の目録」/���� （平成17年）秋山基夫「家庭生活」・川上明日夫「夕陽魂」 /第17回（平成18年）苗村吉
昭「オーブの河」・境節「薔薇のはなびら」 /����（平成19年）秋川久紫「花泥棒は象に乗り」・日笠芙
美子「海と巻貝」 /����（平成20年）中西弘貴「飲食」・松尾静明「地球の庭先で」 /����（平成21
年）金田弘「虎擲龍拏」 /�����（平成22年）永井ますみ「愛のかたち」・閤田真太郎「十三番目の男」/
����（平成23年）司茜「塩っ辛街道」・万亀佳子「夜の中の家族」 
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　芦屋市ゆかりの作家では、村上春樹氏（昭和60年・「世界の終りとハードボイルド・ワ
ンダーランド」）と小川洋子氏（平成19年・「ミーナの行進」）の２人が受賞されている。
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　市では、市民の皆さんからの公募写真
でつづった市制施行70周年記念写真集
「芦屋の四季・70選」を、発売しています。
　市民の皆さんが切り撮った美しい現
在の芦屋風景を、市制施行70周年の記念
として発行しました。未来の自分へ、ま
た遠方のご家族や親しいかたへのプレ
ゼントとしても、ご活用ください。
����　市役所北館１階行政情報コーナー・ラポルテ市
民サービスコーナー　����　1,000円
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　全市の市街図のほか、市章の由来、市の木・市の花の紹介、
市内の主な施設・窓口案内、歴史や「芦屋　橋ものがたり」
などを掲載しています。
　また本年は、本市の憲法ともいうべき「国際文化住宅都市
建設法」が公布されて60周年となるため、ミニ特集として取
り上げています。
　１人に１部を、市役所北館１階行政情報コーナー・ラポ
ルテ市民サービスコーナーで差し上げています。
必要なかたは、お申し出ください。
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